
MPE720 バージョンアップ情報 

1. 機能追加・改善項目 

MPE720 Ver.5.60 → Ver.5.61 の機能追加・改善項目は次の通りです。 

  

No. 機能項目 分類 

1 アプリケーションコンバータの MP2200-04 対応 改善 

2 リニアモータ選択時の電子ギア比 不具合 

3 PO モジュールの速度単位選択 不具合 

4 サーボパックパラメータ読み込み中ダイアログ 不具合 

5 モーションプログラム保存確認 不具合 

6 Ver5 のエンジニアリングマネジャ 不具合 

 

 



2. 修正内容詳細 

 

No.1 アプリケーションコンバータの MP2200-04 対応 

 

アプリケーションコンバータの自動・手動変換で、それぞれ該当する MP900 コントローラが MP2200-04 にコンバ

ートできるようにしました。 

 

１） 自動／手動変換ウイザードで MP2200-04 をコンバート先として選択できます。 

 

 

 

 

２）コンバートされたアプリケーションが MP2200-04 で動作します。 

 



 

No.2  リニアモータ選択時の電子ギア比 

 

モジュール構成定義のSVB/SVC定義画面で、モータ種別としてリニアを選択した場合、サーボパックパラメータ

の電子ギア比（分子／分母）は１：１の固定ですが、従来の画面ではユーザが変更できるようになっていました。

今回の改善でリニアの場合は電子ギア比をディスエーブルにして変更不可にしました。 

 

 

 

No.3  PO モジュールの速度単位選択 

 

PO モジュールの OWxx03（機能設定 1）bit0-3 の速度単位選択の項目が間違っていましたので、修正しました。

（%指定ではなく、0.01%指定） 

 

 

 

 



No.4  サーボパックパラメータ読み込み中ダイアログ 

 

サーボパックパラメータ画面を開く時、「サーボパックから読み込み」を選択すると、読み込み中ダイ

アログが表示されますが、読み込みが失敗した時に、そのダイアログが閉じずにそのまま残ってしまう

ことがありました。 

 

ダイアログを閉じる処理が、読み込み中にダイアログを表示させておく処理より、タイミングが早く実

行された結果、ダイアログが閉じきれていませんでした。読み込み中の表示処理完了を待ってから閉じ

るように修正することで、この現象を改善しました。 

 

No.5  モーションプログラム保存確認 

 

モーションプログラムの SFORK 命令でラベルの名称に「AH」や「CH」などで始まるものを使用すると「軸

名称エラーです」のコンパイルエラーになりました。 

 

これはモーションプログラムの16進数の判定処理がSFORK命令のラベルに対しても動作していたためで

す。そのため AH や BH といったラベルが 16 進文字列として判定されてしまっていました。ラベルに対し

ては 16 進数判定処理を行わないように修正し、この現象を改善しました。 

 

No.6  Ver5 のエンジニアリングマネジャ 

 

Windows7 パソコン上で MPE720Ver5 を起動し、ファイルマネジャから PLC フォルダのラダープログラム、

もしくはモーションプログラムを新規作成、あるいは開いた時、エラーが発生することがありました。

（エンジニアリングマネジャは正常起動） 

 

これはファイルマネジャ側でエンジニアリングマネジャが起動したかチェックしている処理が早すぎて、

エンジニアリングマネジャの起動を待たずにエラーダイアログを表示していました。そこでチェック処

理にスリープを入れ、適切な待ち時間を入れることで、エンジニアリングマネジャが正常起動している

のにエラーが発生することがないように修正して、この現象を改善しました。 


